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おおきな ぞうさんの ちいさな ちいさな しま
アーノルドは ずっと うみを たびする ぞうさんでした。
アーノルドは うみを ともだちだと おもっていましたが、あるひ、おおきな なみが ざ
ぶーーーーーん！ と、アーノルドの ふねを しずめてしまいました。
うんよく、アーノルドの はなは シュノーケルにも なりました。
しばらくすると、アーノルドは ちいさな ちいさな しまに たどりつきました。
ふと、アーノルドは むかしの ふなのりさんの うたを おもいだしました。
「ひろい ひろい うみのうえひとり ひとり ひとりぼっち」
うんよく、アーノルドの はなは トランペットにも なりました 。パオーン！ 「なんのう
た？」おさかなさんが ききました。
「SOSだぞう！」アーノルドは いいました。 「ぼくは たすけを まっているんだぞう！」で
も、だれも たすけに きてくれない。
アーノルドが ちいさな しまを もういちど ぐるりと ひとまわりした ところ、せんちょうさ
んの ぼうしが ふらりと ながれつきました。
ぼうしを かぶってみると、とおくのほうに ちいさな ふねが うかんでいるのが みえまし
た。
ねずみさんの のった ふねでした。
とうとう たすけが きたよ！！
アーノルドは なんとかしようと がんばりました。
うみのぞうさん、 ひものめいじん。さすが ふなのりさん！
やがて おじいさんいぬが ふねで やってきました。
アーノルドは ふねに そっと のりこんで…
おっとっと！また あなが あいちゃった！
アーノルドは みんなの たすけを かりて、しまを おおきく していきました。
つぎの あさ、おさかなを とる ふねが ぜんそくりょくで ちかづいて きました。
ありゃりゃ、どうやら おさかなを とる ふねが こわれちゃった みたい…
でも みんな ぶじに きしに あがれたね。
アーノルドの てにかかれば、なんでも つかえるよ！
ぎんいろの つきあかりに てらされながら、みんなで わいわい おどりました。
ひとばんじゅう、くじらの うたを うたいました。
すてきなうたは すぐに みんなに ひろまっていくよ！
みんな ぞうさんの いる しまへ まっしぐら！
ぞうさんは みんなを あたたかく むかえいれました。「ひとりでも ふたりでも まだまだ は
いれるぞう！いつでも だれでも だいかんげい！」
しかし あるひ、そらが まっくらに なって、かぜが ビュービューと つよくふきました。ま
たまた、うみが おこって しまいました。
みんなは アーノルドを みつめました。
もうそろそろ おうちに かえる じかんかな？
「まってまって」 アーノルドは いいました。 「ぼくにもっといいかんがえがあるぞう！」


